
　東日本の食文化を代表する魚種であるサケは、母川回帰（生まれた河川に帰って来
る性質）を行うこと等から、河川でのシンボル的存在として取り上げられる種でもあ
ります。

河川水辺の国勢調査では、北海道の全河川、日本海側では本州から九州の松浦川に至
るまで、太平洋では東北から利根川に至るまでの河川で確認されています。記録によ
れば、日本海側に流れる河川では、九州北部でもしばしばサケが遡上することが知ら
れています。河川水辺の国勢調査結果では、日本海側の河川の中で中国、九州での確
認が少ない傾向がみられました。
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２）代表的な種の全国の分布状況


